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教室で最近10年間に経験した早期目癌手術症例について検討した。対象症例 は原発胃癌切除総数583例

の22%を 占め,m癌 55例,Sm癌 は73例であ り,男 女比は1,9:1で 男性に多く,平 均年齢は55歳で高齢

者の比率が高く,進 行癌の平均年齢と差はなかった。肉限病型では陥凹型61.7%,混 合型21.9%,隆 起型

16。4%で ,若 年者は全例陥凹型であるが,高 齢者の肉眼型別頻度に差はみられなかった。対象症例のリン

パ節転移率は14.8%であ り,m癌 では10.9%,Sm癌 は17.8%であった.群 別転移率 は第 1群 リンパ節

7.0%,第 2群6.3%,第 3群 1.6%であり,少 くとも R2の 廓清が必要と考える。また転移率は腫瘍径が

大なるに従って高く,隆 起型や陥凹型より混合型が高率を示した.

索引用語 ::早 期胃癌のリンパ節転移率,早 期胃癌のリンパ節郭清の程度

はじめに

胃癌に対するX線 診断,内 視鏡,胃 生検検査の進歩,

さらに集団検診の普及により胃癌の早期発見が可能とな

り,各 施設とも早期胃癌手術症例の比率が上昇して来て

いる。一般に早期胃癌の治療成績は進行癌に比し,極 め

て良好であるが, リンパ節転移とその廓清の範囲など検

討すべき問題点がある。われわれは教室における早期胃

癌手術症例について検討しその問題点についていささか

の考察を試みたい。

1・ 対 象症例

長崎大学医学部第 1外科教室において昭和43年から昭

和52年までの10年間 に切除された早期胃癌症例は128例

である.こ れは同期間 の原発胃癌切除総数583例の22%

に相当する.男 女比をみると1.9:1で男性に多く,症 例

の平均年齢は55歳となっており,進 行胃痛切除例の平均

年齢57歳に比べると,わ ずかに若い.症 例の最若年者は
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表 2 早 期胃癌患者に併存した病変

1 号

22歳女性,最 高年者は75歳男性である.な お30歳未満の

若年者早期胃癌は128例中5例 (3.9%),70歳 以上 の高

齢者は128例中20例 (15.6%)を 占める。

肉眼病型についてみると, Ic, I ctt Iなどの陥凹型

が61.7%と最 も多く, Ia十 五c,Itt l cなどの隆起十

陥凹の混合型が21.9%,I,Iaな どの隆起型が16.4%

となっている。若年者早期冒癌は全例陥凹型で,高 齢者

の場合は各肉眼型別頻度が隆起型 7,混 合型 7,陥 凹型

6で特に差はみられない (表1).

病 変 例 数

目潰傷

十二指楊 rl競

ポリープ
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目細網肉H登(雪複目腫瘍)

2

深達度男けでは128例中,粘 膜内癌 (m癌 )は 55例で43

%,粘 膜下層癌 (Sm癌 )は 73例で57%を 占め,Sm癌 が

やや多い.m癌 および Sm癌 をその肉眼病型から見る

と,陥 凹型は m癌 55例中36例 (65.5%),Sm癌 73例中

43例 (58.9%)と 高い比率を示している.ま た隆起型は

m癌 55例中11例 (20%),Sm癌 73例中10例 (13.7%)

となっており,混 合型は m癌 で55例中8例 (14.5%),

Sm癌 で73例中20例 (27.4%)で あり,Sm痛 では混合

型の占める割合も高い。

早期胃癌 の部位別頻度 をみ ると,胃 中部 (M)50.8

%,胃 下部 (A)40.6%,胃 上部 (C)8.6%を 占め,

M)A,Cの 順に多かった。

早期胃癌と併存する冒十二指腸内病変として,胃 潰瘍

15例 (癌より口側 の潰瘍12例,肛 側の潰瘍 3例 ),十 二

指腸潰瘍 2例,ポ リープ8例 ,ATP l例 がある.ま た他

臓器 との重複癌は同時性,果 時性 を含めて,食 道癌 2

例,大 腸癌,膵 癌,膵 癌兼子官癌,上 顎癌,顔 面基底細

胞癌の各 1例および早期胃癌との衝突腫瘍としての胃細

網肉腫 1例がある (表2).

H・ リ ンパ節転移について

リンパ節転移陽性例は128例中19例 (14.8%)で ある.

その転移程度をみると,第 1群 リンパ節に転移を認める

n l (十)は 9例 ( 7 % ) ,第 1 ,第 2群 に認 める n l～2

(十)は 5例 ( 3 . 9 % ) ,また第 1群に転移がなく第 2群

に転移 を認 めるりと躍性転移 nl(_)・ n2(十)が 3例

(2.3%)に みられ,さ らに第 3群 まで認める nl～3(+)

は 2例 (1.6%)と なっている。このように早期胃癌 の

リンパ節転移は第 2群 までが大部分であるが,第 3群 ま

で陽性のことがあることは留意する必要があり,第 2群

リンパ節までのリンパ節廓清 (R2)は必要といえる.

肉眼的に判定したリンパ節転移程度 (N)と 組織学的

転移程度 (n)と の差をみてみると,実 際の転移程度よ

りも過少評価したものが11.7%にみられている。しかし

組織学的転移陽性例に限ってみると,19例 中15例 (78.9

%)に 肉眼的に過少評価をしている。このことは肉眼的

判定が早期胃癌例では難しく,組 織学的検査で初めて判

明するものが多いといえる。なおNと nの 一致したも

のは88例 (68.8%)で あり,転 移陽性例では19例中4例

(21.0%)で ある (表3).

表 3 早 期 胃届の リンパ節転移

略 N 4 N 2 N 3 計

Ⅲ00(85.2%

0(7.0%)

8(o,3%)

2(1.6%)

リンパ節転移 を癌深達度別にみると,m癌 では55例

中6例 (10.9%)に 転移陽性で,nl(十 )2例 ,■2(十)

4例 となっており,Sm癌 では73例中13例 (17.8%)に

転移陽性 で,■1(十)7例 ,■2(十)4例 ,■3(十)2

例であった。m癌 でも第 2群 n2(十)ま でのものがあ

り,Sm癌 では転移率 が比較的高く,n3(十 )症 例もあ

り注意を要する (表4).

肉眼病型別のリンパ節転移率は,隆 起+陥 凹の混合型

麦 1 早 期胃癌症例 (S43～ S52)
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酎
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表 4 早 期胃癌の深達度とリンパ節転移

る要違度 Ⅲゎ nl ぃ n2(十
)

n3   (■〕 転移車

(7.3%)
6/5500.g湾

(0.6%) 〈5.5%) (2.4%)
13/73(17.gヵ

軒

(7.0%) (6.3%) (1.● %)
19/128(14.勁

が21.4%,隆 起型13r6%,陥 凹型12.8%で混合型がやや

高率である。隆起型では m癌 で転移を認めず,Sm癌

に30%と進行痛なみに高い転移率を認めることは注目さ

れる。また陥凹型では m癌 13.8%,Sm痛 11.9%とほ

ぼ同程度の転移がみられたが,隆 起十陥凹の混合型では

m痛 より SIn癌の方が転移率が高い (衰5).

表 5 早 期胃癌肉限病型,癌 深達度別のリンパ

節転移
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表 7  早 期胃癌の リン′く節 (部位別)転 移

表 8 リ ンパ管侵襲とリンパ節転移

n(― )

nt`十 )
０

（

n2(十 )

噂  (十〕
０

０

０
２

郷
ｔ

であるのに対して,・ (十)群 では ly〈+)63.2%と 高

い。■(十)群 の lyの 程度は ly。7/19(36.8%),lyl

9/19(47.4フイ),ly2 2/19(10.5フど),ly3 1/19(5。3フタ)で

あり,17o,Iγlで 大部分を占め,lγ2,ly3の 比率は低い.

n3(十 )症 例で高度のリンパ管侵襲を示したものがある

が,172の ものは n2(十 )n3(十 )症 例はみられなかっ

た。このことから局所のリンパ管侵襲が中等度以上のも

のが必ずしも遠隔 リンパ節転移を示すとは限らず,す な

わち遠くへは行かないと考えてよく,局 所の lyは リン

パ節転移を直接は反映しないと思われる (表8).

また n(十 )群 を深達度別にみると,m癌 で ly。4

例,ly1 2例 であり,Sm癌 では ly。3例 ,ly1 7例 ,ly2 3

例となっており,Sm癌 で Iア(+)の 比率が高い.

・2(十 )症 例 8例 の特徴を 見出すべく検討してみる

と,肉 眼型は IC 3,Ic十 皿 2,Iatt lc 2,11で ,

部位別では M4,A4と 半々であり,組 織型は POOrly

difFerentiated adenocarcinoma 4, well difF. adenoca.3,

signet ring cell carcinoma lで, INF α 5,β 3 となっ

ており,深 達度別では m癌 4,Sm癌 4で ,大 きさは

全て 3.1～6.Ocmの 中胃癌で ly0 7,lyl l となってい

る.第 2群 リンパ節 としては⑥が 5例 と多く,つ いで

②,③ の順となっている。 リンパ節郭清 は全例 R2～R3

を施行している.し たがって n2(十)症 例 は陥凹型あ

るいは混合型の中胃癌で ly9の ものが多い傾向がある.

8例 中2例は他病死 (肺炎,胆 汁性腹膜炎)し ている.

表 6 早 期目癌病巣の長径とリンパ節転移

癌の大きさとリンパ節転移率との関係は,痛 病巣の長

径から3cm以 下,3.1～6.Ocm,6.lcm以 上と3段階に

分けてみると,6。9%,20.8%,50%と 転移率 は上昇し

ている.こ れは m癌 ,Sm癌 とも大きくなるに従い,

転移率は上昇し,特 に表在癌が表層拡大型になると,高

率のリンパ節転移 を示 すことは銘記すべきである (衰

6 ) .

早期胃癌のリンパ節転移の部位は胃上部を除いて,第

2群 リンパ節まで転移を認めるが,胃 中部 (M)で は第

3群 の肝 ・十二指腸靭帯②,胃 下部 (A)で は腸間膜根

部⑭にも転移を認めるものがある.M,A間 の部位によ

る転移率の高低はほとんどないが,Mで は③①③CL A

では⑥③に転移がやや高率である (表7).

リンパ管侵襲との関係をみると,ly(十 )は 早期胃癌

症例の25%に 認められ,n(_)群 では ly(十)18.3%

リンタヽ 覇 日上部 一C 口中十 い 雪下部 ― 全働に対する%

２

３

４

５

６

７

８

ｅ

０

１

２

３

４

一
・６
い
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表10 早 期胃癌術後死亡原因

1号

n3(十)症 例は2例であるが, 1例 はIcで 長径 12.5

Cmも ある大胃癌 (Sm癌 )で lylであった.他 の 1例は

l att l cの長径 3cmの Sm癌 で lγ3,Vl,INF βでぁ

るが, 2を1とも P00rly difFerentiated adenocarcinomaで

あり,第 1例は腎不全により死亡,他 の 1例はリンパ節

再発死している.

IH・ 手 術々式 (郭清度)と 遠隔成績

教室において施行された早期目癌に対するリンパ節郭

清の程度をみると,m癌 では R17例 (12.7%),R243

例 (78.2%),R35例 (9,1%)で あり,R2の 比率が極

めて高く,Sm癌 では R14例 (5。5%),R247例 (64.4

%),R322例 (30.1%)と なっており,m癌 よりSm癌

に R3の 施行率が高い.教 室のリンパ節転移陽性例に対

するリンパ節郭清 の程度については,Rlの 施行例はな

く,R2ま たは R3の 郭清を施行していた。したがって

絶対治癒切除 の害J合は93%,相 対治癒切除は6.3%,非

治癒切除は0.7%であり,ほ とんどが 治癒切除例 であっ

た。以上 のように m痛 で10.9%のリンパ節転移があ

り,し かも n2(十)症 例がみられること,Sm癌 で17.8

%に 転移している症例があることから,早 期胃癌といえ

ども,少 なくとも R2の 手術は施行すべきだと考えてい

る (表9 ) .

表9 早 期胃癌のリンパ節郭清程度

晦

早期胃癌切除例 の直接法 による粗生存率 (消息不明

0)を みると,術 直死,他 病死を除いた術後 5年ならび

に10年生存率は98.1%と90.9%である。m癌 での5生

率,10生率はともに100%で,m癌 に限っては予後は極

めて良好である.Sm癌 では96.7%と75%で Sm癌 の10

生率はかなりの低下を示している。つぎに他臓器癌死,

他病死を含めた5生率,10生率は86.9%と83.3%といず

れも80%台 に低下する。m癌 ,Sm癌 では5生率92,3

%,87.5%で あり,10生率は90.6%と75,0%といずれも

Sm癌 は生存率で m癌 より低下する。耐術者のリンパ

節郭清の程度による生存率をみてみると,直 死,他 病死

を除いた症例で,Rlで は全例治癒手術のためか 5生率,

10生率とも100%であるが,R2で は97.0%と90.0%,R3

ではともに100%である.R2の 成績が低下している理由

ヤま EOn「Curative症例の死亡例が含まれるからである.

また R3生 存率が良いのは Sm癌 症例に R3施行率が高

死  因 症例数

１

２
直接死

他臓器石による死亡
大腸層
榛 海
際お奈子宮お
食道喬

他病死
老 妻
栄養障害

撲果亮
障害

胆汁性腹膜炎
肺疾患

再発例 (疑を含む)
リンパ節転移
席転移疑 (肝硬変)

１

　

１

１

１

２

　

１

１

３

１

１

１

　

１

１

いが,郭 清が十分になされていることや他病死を除外し

ていることに因 ろう。早期胃癌切除例128例のうち,術

後死亡した症例は16例 (12.5%)に みられたが,そ の死

因は表10に示すように,直 接死亡 1例で他病死が死亡例

の半数 (8例 )を 占める。他臓器癌 による死亡は5例

で,癌 再発による死亡は疑いを含め2例である。術後再

発症例をみると,い ずれもSm癌 である。 リンパ節転移

再発による 1例は A Post)I att l cのSm癌 で組織所

見は POr,INF β,Iy3,Vlで あったが,手 術時すでに

⑭に転移を認め,後 腹膜 リンパ節腫大を来たし,術 後 7

カ月で死亡した。他の 1例は Amin,I十 五aの Sm癌

で,肝 硬変があり, 3年 4カ月後,腹 水及び黄疸が出現

し肝転移の疑いで死亡した。教室では腹膜播種性転移再

発症例は経験していない (表10).

IV・ 総 括と考察

最近 5年間における早期胃癌の占める頻度は古賀
1)に

よると,31.5%と 早期胃癌手術例は明らかに増加がみら

れるとしているが,教 室でも昭和40年代の14.8%から最

近50年代の3年間の24.2%と約10%の増加をみている。

切除例の男女比は1.7:1～2.6:1と男子に多く,こ の傾

向は教室例 でも変らない。年齢分布 では50歳代あるい

は60歳代の占める割合が高く
1)2),70歳

以上 の高齢者も

8～ 9%1)2)を占めるが,教 室例では70歳以上が15.6%

と高齢者の頻度が高い。平均年齢からみると,教 室例で

は進行癌が57歳であり,早 期胃癌が55歳と差はみられな

かった。

肉眼型 では陥凹型が57～63%1)3)と最も多く,次 いで

隆母十陥凹の混合型が19～24.6%,隆起型は16～18%で

あり,平 担型は0,3～3.6%1)3)4)とその頻度は少ない。教

室でもこの傾向は同じであるが,単 発性の平担型は経験

していない。
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占居部位別頻度をみると,岸本
15)はA55.7%,M38.8

%,C3.8%,全 1.7%と報告し,Aの 頻度が多いが,教

室例では M,A,Cの 順でMが 50.8%で最も多かった。

いずれにしてもC領 域の頻度は少ない.

深達度別頻度は神前
14)によれば m癌 292例,Sm癌

302例,井 口2)では m癌 85例,Sm癌 82例,竹 本
4)では

m癌 67例,Sm癌 65例と m,sm癌 の頻度に差はみられ

ていないが,教 室例では m癌 55例,Sm癌 73例で Sm

癌の方がやや多い傾向を示していた。 リンパ節転移の有

無を肉限的に判定した場合,実 際の転移程度よりも過少

評価したものが14～29%5)6)7)8)程度みられているが,教

室の成績では11.7%にみられ,や はり術中の肉眼的判定

の困難さがうかがわれる.

早期胃癌のリンパ節転移 の頻度をみると,6.8～ 18.1

%1)3)11)り
13)15)19)で

あり,古 賀
1)は

転移 リンパ節の大部分

(80%)は 第 1群 リンパ節 に止まっているが,n2(十 )

も14.2%にみられたとしており,高 木
11)はリンパ節転移

例は382例中69例 (18.1%)で n142例 (10。9%)ヵ n222

例 (5.7%)で 大部分 (転移 リンパ節の92.8%)で ある

が,n3が 4例 ,n4が 1例であったとしている.群 別 リ

ンパ節転移率は ・1(十),4.9～ 10.9%11)1り,.2(十 );

1.7～5.7%1)12)16),n3(十),0.3～ 1.0%1)11)で,教 室例も

ほぼ諸家の報告と一致したリンパ節転移率をみている。

各施設における癌深達度別 リンパ節転移率をまとめた

岩永 の報告
5)によると,m癌 の転移率は0%～ 15.0%

(平均4.4%),Sm癌 では8.3～33.3%(平 均22.8%),全

早期癌では3479例中,480例 に転移 を認 め,転 移率 は

13.8%であったと報告している。三輪
17)によれば,胃 癌

全国登録調査による深達度 mの リンパ節陽性率は6.6

%,深 達度 Smで は23%と 計算され,m,sm癌 ともに

・3(十 ),n4(十 )例 が少数例 ながら認められ,術 後 n3

(十)ま たは n4(+)が 確認 された場合 には,そ の遠

隔成績からみて積極的に化学療法を追加しなければなら

ないであろうと述べている.教 室例では m癌 のリンパ

節転移率は10.8%であり,m癌 例に n3,n4(十 )症 例

はみられていないが,Sm癌 では転移率は17.8%と比較

的高率であり,n3(十 )症 例が 2例みられているが,そ

のうち 1例には術後化学療法を施行するも2例 とも5年

生存例を得ていない。この結果からみても n3以 上のリ

ンパ節転移胃癌症例が早期胃癌といえども Stage lvに

組み入れられていることは妥当と考える.

早期胃癌のリンパ節転移は肉眼病型との関連があり,

隆起型では m癌 に転移を認めず
3)11)14),sm癌では転
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移が高率となり,早 期痛全体として隆起型の方が陥凹型

より転移率が高率とするものが多い111教
室例では Sm

癌の隆起型が30%と 進行癌 なみの転移率 であるが,m

癌の隆起型には転移を認めておらず,隆 起+陥 凹の混合

型に転移率が21.4%と最も高率であった.し かしどの肉

眼病型でも同程度にリンパ節転移がみられたとするもの

もある3)141

痛の大きさとリンパ節転移率との関連性は乏しいとす

るものがあるが5ち
志水

13)によれば 3.Ocm以下で4.0%,

3.1～6.Ocmで 20,8%,6.lCm以 上で41.2%と上昇し,

教室例 でも同じ大 きさの分類 により,6.9%,20.8%,

50%と 痛が大きくなるに従い,同 様の転移率の上昇を認

めている。井口2)によると,Sm癌 で4.lcm以 上のSuper

型の転移率が15%で あったのに対し,4.Ocm以 下のPen

型では17%で ,両 群間の差は明らかでなかったと大きさ

と発育型との関連で報告したものもある.

早期目痛のリンパ節転移の部位は ・1,n2の どの部位

のリンパ節にも転移を認めるが,時 に n3,・4の 転移を

みるものがある.神 前
14)によると,転 移の部位はほとん

どが第 1群 までで,高 率 の転移頻度 をみたのはCで は

右噴門 リンパ節①,Mで 小弯 リンパ節③,大 弯 リンパ節

④,Aで Llq門下 リンパ節⑥と③であったとしている。高

木
11)19)はn142例,■222例 で,■2の リンパ節転移状況

は総肝動脈幹 リンパ節③が12例,腹 腔動脈周囲リンパ節

③は 6例 , 左胃動脈幹 リンパ節②は 5例 ,眸 門リンパ

節⑩および陣動脈幹 リンパ節①が各 1例で,さ らに n3

(十)の 4例は全例A領 域 のもので肝 ・十二指腸靭帯内

リンパ節②,膵 後部 リンパ節⑬各 1例,腸 間膜根部 リン

パ節⑭ 2例 となっている.教 室例についてはCの リンパ

節転移は認めていないが,Mと Aの 第 1群では③,⑥ ヵ

Mで は①も転移率が高く,第 2群では③,② ,③ の順に

高率である。n3(十)で は②,⑭ に転移を認めている.

以上の結果から,一 般にリンパ節郭清は第 2群 までとす

る意見が多数を占めているが11)12)14)17ち
神前

14)はさらに

Aで は一部第3群 までリンパ節郭清を行っておくのが無

難とし,ま た井口2)はAの 工att l c病変は Pen_A型 の

ことが多いので, とくに R3の 手術を行 う必要を述べ,

岩永
5)もAに おけ るI att l c型の場合,② "① ,② の

第 3群 リンパ節郭清をとくに念入りに行うとしている.

教室における早期胃癌 リンパ節郭清の程度は R2～R3が

91.4%で , リンパ節転移 がみられなかった症例 に Rl

(8.6%)を施行していた。われわれも前述の如く,少なく

ともR2以上のリンパ節郭清を施行すべきと考えている.
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がある.以 上の リンパ節転移の状態や治癒手術のなされ

た症例の予後 の 良いことから,早 期胃癌 といえども R2

の手術は必要 と考えられる.

4.m癌 ,Sm癌 とも癌病巣の長径が大なるにしたが

い, リンパ節転移率も高率となる傾向がある.肉 眼型別

では隆起型や陥凹型より混合型がやや高率であった。ま

た リンパ管侵襲が高度のものが必ず しも遠隔 リンパ節転

移を示す とは限らず,局 所の lyは リンパ節転移を直接

は反映 しないといえる。

5.術 後の死亡原因として,良 性疾患による他病死や

他臓器癌による死亡が多数を占めたが, リンパ節再発や

肝転移再発による死亡もみられた.
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早期目癌の術後遠隔成績は全国22施設の集計で林田
10)

は耐術者の5年生存率が92.0%であり,深 達度別の5年

生存率は mで 95。1%,Smで 89.6%と報告しており,

三輪
17)は

全国レベルの全国胃癌登録調査 の治療成績か

ら,深 達度 mの 早期胃癌の相対 5年生存率が101.6%,

深達度 Smの 場合は90.3%,早 期胃癌全体としては95。4

%の 相対生存率を得ている.諸 家の報告でもその5年生

存率は90%を 越 す 報告 が多く
10)14),10年

生存率は69～

80.1%14)15)19)20)を示している.

早期冒癌の術後死亡原因 としては癌再発19%1)14),他

臓器癌10～21%1)14),他病死 として脳心臓血管障害,肝

疾患,肺 疾患 など,そ の他事故死,手 術直接死亡等 が

挙げられる。早期胃癌 の癌再発型式
5)17ル0)は

残胃の再発

(局所再発), 肝転移再発, リ ンパ節再発, 腹膜転移再

発,そ の他 の血行性再発 (皮膚,副 腎,肺 ,骨 ,脳 な

ど)が 主 だった再発型式で,再 発 のうち肝転移再発が

最も多いとされる.肝 転移再発例 は深達度 Smで 隆起

型に多く,組 織型は乳頭状腺痛 か 分化型腺癌 を示し V

(十)症 例でしかもリンパ節転移陽性例 に多いようであ

る15)171再
発例はいずれも Sm癌 に多く,m癌 には癌

の再発をみることは極めて少ない。教室の早期胃癌術後

死亡原因 は他病死が50%で 最 も多く,つ いで他臓器癌

(31.2%),再 発 (12.5%)直 接 死 亡 (6.2%)と なって

いる.癌 再発は2例 でいずれも Sm癌 であり, リンパ節

再発の 1例はAの I att l cであり,こ ういう症例 に対

しては確実な R3の 手術が施行されなければならないと

考える。他の 1例は肝転移再発を疑われたものである.

おわりに

長崎大学第 1外科教室において1968年より1977年まで

の10年間に切除された早期胃癌症例についてその手術成

績とくにリンパ節転移を中心に検討した.

1.教 室における早期胃癌切除症例は原発胃癌切除総

数の22%に 相当し,近 年 その比率は増加する傾向にあ

る.肉 眼病型は陥凹型が最多で,つ いで混合型,隆 起型

の順となり,部 位別では M,A,Cの 頻度であり,m癌

より Sm癌 がやや多い。

2.早 期目癌と同一胃内における潰瘍,ポ リープなど

の併存病変は20.3%に 認 められた.ま た他臓器 の同時

性,異 時性 の重複悪性腫瘍例は6.2%で ,そ れが術後死

困原因となる比率も高い。

3.早 期胃癌症例のリンパ節転移率は14.8%(m癌 で

10.9%,Sm痛 で17.8%)で あり,そ のうち第 1群 リン

パ節7.0%ヵ第 2群 リンパ節6.3%で あるが,第 3群 リン

パ節まで転移がみられる症例があることは留意する必要




